
 

 

 

 

 

 

 

 

  

岩手県立花泉高等学校 

岩手県一関市花泉町花泉字林の沢17-9 

TEL 0191-82-3363 FAX 0191-82-5448 

URL：http://www2.iwate-ed.jp/han-h/ 

令和７年4月 24 日（木） 

４月号 

校長版 

桜のつぼみもほころび始めた４月８日（火）、令和７年度入学式が挙行されました。４０名の入学生は、希望に満ちあふれた表
情をしていました。今年から新しいデザインの制服となりました。多様性の観点からも、男子は詰め襟、女子はスカートでなけ
ればならないという考えから脱却しつつ、派手にはならず、伝統を受け継いでいきたいという思いからのデザインとなりました。
女子のスラックスはもちろんリボンやネクタイも選べるようにしています。花高の制服を多くの人に素敵な制服だと認知される
ことを願います。令和７年度の花高は全校生徒 94名でスタートしました。笑顔あふれる素敵な 1年を過ごしましょう。 
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辞
（
抜
粋
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花
泉
高
校
の
校
訓
「
知
行
合
一
」
は
、
中
国
の
明
の
時
代
の
学
問
で
あ
る
陽
明

学
の
考
え
方
の
一
つ
で
、
「
知
る
こ
と
と
行
う
こ
と
は
も
と
も
と
一
つ
の
も
の
で

あ
り
、
知
っ
て
行
わ
な
い
の
は
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
意

味
で
、
「
王
陽
明
」
が
主
張
し
た
も
の
で
す
。
陽
明
学
で
は
「
知
」
は
、
道
徳
的

な
判
断
基
準
に
近
い
も
の
で
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
迷
わ
ず
手
を
差
し
伸
べ

て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
「
道
徳
的
な
判
断
と
行
動
が
結
び
つ
く
こ
と
」
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
り
私
た
ち
の
知
識
も
「
王
陽
明
」
の
生
き
た

時
代
よ
り
高
度
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
得
た
知
識
を
争
い
や
悪
い
こ
と
に
使

う
こ
と
で
は
な
い
、
決
し
て
利
益
を
追
求
す
る
た
め
の
悪
知
恵
を
働
か
せ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
も
解
釈
の
一
つ
で
、
私
た
ち
が
、
「
知
識
や
技
術
を
人
間
や

環
境
の
た
め
に
正
し
く
使
う
こ
と
」
も
「
知
行
合
一
」
の
大
切
な
意
味
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
「
道
徳
的
な
判
断
を
持
ち
、
行
動
し
、
知
識
を
人
や
環
境
の
た
め
に

正
し
く
使
う
こ
と
」
が
大
切
な
意
味
で
あ
る
な
ら
、
「
自
分
や
他
人
を
大
切
に
で

き
る
」
こ
と
が
「
知
行
合
一
」
の
行
き
着
く
先
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
皆
さ

ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
高
校
生
活
の
様
々
な
場
面
で
「
知
行
合
一
」
の
考
え

方
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

      

 

   

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

４月９日（水）の２～４校時に「生徒会歓迎式」が行われました。執行部
紹介、応援団幹部紹介と校歌・応援歌の披露、新入生自己紹介、仲間づくり
トレーニング、部紹介などを行い、新入生と先輩との初顔合わせとなりまし
た。皆楽しく触れ合うことができました。 

 
どうぞよろしくお願いします。 

副校長   齊藤  奨（宮古高校通信制から） 

主 査   北  明美（千厩高校から） 

常勤講師  佐藤 晴香 美術（大東高校在籍） 

非常勤講師 佐藤  澄 書道 

非常勤講師 原田 祐参 地歴 

支援金事務補助 熊谷 きみよ 

令和７年４月 24 日（木） 

学校ホームページをご覧ください！ 

https://www2.iwate-ed.jp/han-h/ 
 

ＨＰでは学校からのお知らせのほか、「花高通信」
のバックナンバーなどもご覧いただけます。 
また、ウエブサイト note による情報発信も行っ
ています。 

https://han-hs.note.jp 

       
 

４月 19日（土）はＰＴＡ総会があり、授業参観と講演会も行われました。講演会
では、フォトジャーナリストの山田周生さんに「環境と未来とエネルギー」という演
題でご講演をいただきました。若い頃からバイクでサハラ砂漠をはじめ世界放浪の
旅をされたり、廃油を利用したバイオディーゼルカーを制作し、一度もガソリンス
タンドに寄ることなく地球を一周されたりしました。現在は釜石市橋野で自給自足
に近い生活を送られています。生徒達は自分の興味のあることを仕事にすることに
憧れを感じる、自分たちができることを見つけて取り組みたいと話していました。 

生徒会執行部 
新 1年生 

https://www2.iwate-ed.jp/han-h/
https://han-hs.note.jp/

